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Abstract—This paper describes paper format for SIG-AI-Challenge. 
1. はじめに
これは、SIG-AI-Challenge の原稿フォーマットです。ただし、厳密にこのフォーマットを守る必要はありません。基本的には、下記を守っていただければ特に問題ございません。

· タイトル、著者名は和文・英文の併記

· ２カラム

· 10ポイント
· アブストラクトは英語

· 図、表のキャプションは英語
2. おわりに
SIG-AI-Challenge の原稿フォーマットを示した。
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